
【一問一答方式】

順位 氏 名 内 容

１ 田邉 学

１ 小中学校の現状と対策について
（１）教職員の多忙化の現状と対策について
（２）小中学校普通教室の空調設備の現状と対策につ

いて
（３）学校給食の無償化について

２ 光市の雇用について
（１）光市の雇用の現状について
（２）求人と求職のミスマッチについて
（３）「雇用の日」のあり方について
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【一問一答方式】

順位 氏 名 内 容

２ 岸本 隆雄

１ 時間外勤務の実態と残業時間削減の取り組みについて
（１）光市職員（病院・水道・消防は除く）の時間外勤

務の実態は
ア 平均残業時間は（１年間・１人当り）
イ 時間外勤務の手続きは
ウ 決算での時間外勤務手当の額は（過去３年間）

（２）時間外勤務の主な理由は
（３）時間外勤務削減に向けてどのような取り組みをさ

れているか

２ 創業・起業支援について
（１）商工観光課の取り組みは
（２）最近の相談者数と内容、実績は
（３）これからの計画と目標は
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【一問一答方式】

順位 氏 名 内 容

３ 森重 明美

１ これからの時代へ
本庁舎の耐震化確保
（１）本庁舎耐震化策等調査業務報告書を受けて、今

後の基本的な考え方
（２）財源への考え方
（３）市役所＝光市の顔としてのイメージ

２ 光駅周辺地区拠点整備基本構想
（１）光駅周辺の未来像を語るワークショップについ

て
（２）急がれる駅のバリアフリー化

エレベーターの設置について

３ まちづくり参画者・地域のマンパワーを育てる
（１）危険個所はスマホで通報アプリ
（２）わんわんパトロール隊
（３）ヘルプカードの活用と周知
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【一問一答方式】

順位 氏 名 内 容

４ 大田 敏司

１ 子ども医療費助成制度について
（１）対象年齢の拡充について
（２）所得制限について

２ 市民の切実な不安について
（１）下水道財政について

３ 病院問題について
（１）医師対策について
（２）新光総合病院の新築について

4



【一問一答方式】

順位 氏 名 内 容

５ 森戸 芳史

１ 本庁舎整備事業について
（１）新庁舎整備の基本的考え方
ア 整備検討までのプロセスは
イ 将来を見据えた機能、役割、規模、場所とは
ウ 整備の進め方

２ これからの地域経営 多様な人材をどう生かすか
（１）地域の課題をどう解決するか
ア 女性活躍推進法施行から２年
イ 保育士の働き方
ウ 市立病院における医療・介護職の働き方
エ 教師の多忙化への対応
オ 障害者の働き方
カ 性的少数者への配慮

３ 市民からの切実な要望
（１）バスや電車の段差解消
（２）市道岩狩線や山田畑線の交通安全対策
（３）島田川の竹林繁茂対策
（４）管理の手間がかからない公園づくり
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【一問一答方式】

順位 氏 名 内 容

６ 萬谷 竹彦

１ 市庁舎整備について
（１）基本構想の位置づけ等を含めた庁舎整備の基

本的な考え方

２ 光駅を中心とした将来の都市づくりについて
（１）「立地適正化計画」の策定の状況と今後の見

通し
（２）「光駅周辺地区拠点整備基本構想」の策定の

状況と今後の見通し

３ 三島温泉健康交流施設「ゆーぱーく光」について
（１）これまでの状況
（２）これからの見通し

４ 小中学校連携等について
（１）小中連携・中高連携の現状と今後の取り組み
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【一問一答方式】

順位 氏 名 内 容

７ 笹井 琢

１ 瀬戸風線と県道光柳井線について
（１）瀬戸風線の工事進捗状況
（２）虹ノ橋の長寿命化対策
（３）県道植樹を光市が管理する必要性
（４）紺屋浴交差点の危険性
（５）森ケ峠付近のＴ字路に案内看板がない
（６）全線開通時に「虹森線」の愛称を付けては？

２ 高等教育の選択肢について
（１）光市の生徒の推移と進路指導
（２）光高校と光丘高校の再編統合（案）
（３）公立学校と私立学校の役割分担
（４）高校生の通学アクセス
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【一問一答方式】

順位 氏 名 内 容

８ 田中 陽三

１ がんと共生できるまちづくり
（１）光市のがん検診受診率の現状と取り組み
（２）光市立光総合病院の緩和ケア病棟開設に向けて

２ 花と緑を愛する心を大切に文化のかおるまちをつく
ろう！
（１）市民憲章の理念から自然敬愛都市宣言の実現に

向けて
ア 公園美化促進事業と花壇コンクール
イ ひかり名木100選
ウ 誕生記念植樹

３ グランドデザインのあるまちづくり
（１）立地適正化計画で光市が目指す姿
ア 市役所本庁舎の位置づけ

（２）大規模用地の活用
ア 光市立光総合病院跡地
イ 光駅南口・北口駐車場
ウ 光丘高等学校跡地

8



【一問一答方式】

順位 氏 名 内 容

９ 仲山 哲男

１ 未来へ伝え残す自然環境のために
（１）在来の生物多様性保全と外来生物について
（２）市内の特定外来生物の侵入・生息状況と対応

２ 市民との共有財産である公文書の管理と情報公開
（１）公文書の作成、保管・保存、移管・廃棄の状

況と保存文書の実態
（２）情報公開請求の状況
（３）デジタルアーカイブ化等公文書の保存活用に

向けて
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